
「
世
聞
」

・
「
出
世
間
」

の
問
題
提
起

(
千

明
)

「世

間

」
・
「出

世

間

」
の
問

題

提

起

千

明

束

道

(1)

問
題

の
所
在

『
法
華
経
』
第
三
章

「響
喩
品
」
(
S
,
 
P
.
 
C
h
a
p
.
)

に
お
い
て
小
乗

(
h
i
n
a
y
a
t
i
a
y
)
と

大
乗

(
m
a
h
a
y
a
n
a
)
の

問
題
が
論
議
さ
れ
て

い
る
。
そ

こ
で
は
、
声
聞
(
h
i
n
a
y
a
t
i
a
y
)
と

独
覚

(
h
i
n
a
y
a
t
i
a
y
=
辟

支
仏
、
縁
覚
)

は
、
自
利

の
み
を
求

め
る
m
a
h
a
y
a
n
a

「小
乗
」
の
人
々
で
あ
り
、
菩

薩

(
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
t
i
n
)
摩

詞
薩

(
m
a
h
a
y
a
n
n
)
は
、

自
利
利
他
を
求
め
る

M
m
a
h
a
y
a
n

「大
乗
」
の
人
々
で
あ
る
と
説
示
さ
れ

て
い
る
。
更

に
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
等
し
く
如
来
の
教
誠
に
専
念

し
、
「
さ

と
り
」
の
境

地
を
求
め
る
の
は
、
全
て
衆
生
輪
廻
の
三
界

(
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
)
か

ら
度
脱

す
る
為
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
〔1
〕
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
「
声

聞
」

〔豆
〕

P
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
「

独
覚
」

〔
I
I
I
〕
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a「菩

薩

・
摩
詞
薩
」
〔I
〕
の
場
合
は
、
「
声
聞
」
の
乗
り
物
を
求
め
て
三
界

を
度
脱
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

〔H
〕
の
場
合
は
、
「
独
覚
」
の
乗

り
物
を
求

め
て
三
界
を
度
脱
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
〔
I
I
I
〕
の

場
合

は
、
「
大
乗
」
を
求
め
て
三
界
を
度
脱

す
る
故

に

「
菩
薩

・
摩
詞
薩
」

と
呼
ば
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
声
聞
も
独
覚
も
大
乗

も
等
し
く
m
a
h
a
y
a
n
n
「
三

界
」
か
ら
逃
れ
出
る
こ
と
を
そ

の
目
的
と

し
て
お
り
、
三
界
度
脱
の
手
段
と
方
法
に
お
い
て
自
利
の
み
を
求
め
る

小
乗
と
、
自
利
利
他
を
追
求
す
る
大
乗
の
差
異
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

(2)
 

世

間
と
出
世
間

そ
れ
で
は
、
衆
生
輪
廻
の
三
界
(欲
界

・
色
界

・
無
色
界
)
を
度
脱
し
た

世
界
と
は
ど
の
よ
う
な
世
界
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
「
三

界
」
と
、
m
a
h
a
y
a
n
n
a
y
a
「
仏

の
世
界
」
(仏
界
)
と

の
関
係
性

を
、

「
世
間
」
と

「出
世
間
」
と
の
関
係
と
し
て
哲
学
的
宗
教
的
に
究
明
す

べ
き
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
提
起
に
お
け
る
解
釈
の
為
の
参
考
資
料
と
し
て
、
哲

学
的
宗
教
的
に
も
発
展
し
完
成
し
た
形
態
を
持

つ
大
乗
論
書
に
そ
の
説

示
を
求
め
て
み
よ
う
。
後
期
大
乗
仏
教
の
伝
承
に
お
い
て
西
蔵
で
弥
勒

菩
薩
の

『
五
部
論
書
』
と
さ
れ
て
い
る

『
法
法
性
分
別
論
』
『
中

辺
分
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別
論
』
『現

観
荘
厳
論
』
『大
乗

荘
厳
経
論
』
『宝
性
論
』

(
D
h
a
r
m
a
-

d
h
a
r
m
a
-
V
i
b
h
a
g
a
,
 
M
a
d
y
a
n
t
a
g
a
,
 
A
b
h
i
s
a
m
a
y
a
-
A
l
a
m
k
a
r
a
,

S
u
t
r
a
-
M
a
d
y
a
n
t
a
g
a
-
V
i
b
h
a
g
a
 
の

う
ち
二
論
に

つ
い
て
検
討

と
考
察
と
を
加
え
た
結
果
次
の
よ
う
な
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。

 
ま
ず
、
喩
伽
唯
識
思
想
を
説
く
a
d
y
a
n
t
a
g
a
-
A
a
d
y
a
n
t
a
g
a
『

大
乗
荘
厳
経

論
』
に
は
、
「
世
間
」
と

「出
世
間
」
に
つ
い
て
三
種
の
関
説
が
見

ら

れ
る
。
(
1
)
 
L
o
k
a
「
世

間
」
…
…
「
真
実
品
第
六
」
「菩
提
品
第
九
」
「述
求
品
第

十
一
」
「教
授
品
第
十
四
」
「覚
分
品
第
十
八
」

(
2
)
 
k
o
k
a
t
t
a
r
a
「
出

世
間
」
…
…
「
度
摂
品
第
十
六
」
「供
養
晶
第
十
七
」

(
3
)
 
k
o
k
a
t
t
a
r
a
「
出

世
間
智
」
…
…
「
供
述
品
第
十

一
」
「覚
分
品

第
十
八
」

次
に
、
如
来
蔵
思
想
を
説
く
r
a
t
t
a
g
o
t
r
a
-
v
i
b
h
a
g
a
『
宝

性
論
』
に

は
、
「世
間
」
と

「
出
世
間
」
に

つ
い
て
、
や
は
り
三
種
の
関
説
が
見

ら
れ
る
。

(
1
)
 
l
o
k
a
「
世

間
」
…
…
「
如
来
蔵
品
第

一
」
「菩
提
品
第
二
」
「功
徳
品

第
三
」
「仏
業
晶
第
四
」
「信
勝
益
品
第
五
」

(
2
)
 
l
o
k
a
l
o
k
a
「
出

世
間
」
…
…
「
如
来
蔵
品
第

一
」
「功
徳
品
第
三
」
「仏

業
品
第
四
」

(
3
)
 
l
o
k
a
r
y
a
r
a
「
出

世
間
智
」
…
…
「
如
来
蔵
品
第
一
L
「菩
提
品

第
二
」

P
.
 
e
d
g
e
r
t
o
n
.
の

し
B
.
 
H
.
 
S
.
 
に

よ
る
と
l
o
k
a
r
y
a
r
a
 

は
、
l
o
k
a
r

W
o
r
l
d
y
 
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。
南
伝
l
o
k
a
r
y
a
r
で

は
、
「
世
間
心
」
と

「出
世
間
心
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
「
心
」
c
i
t
t
a
の
側
面
よ
り

考
察
さ
れ
て
い
る

(
d
i
v
y
a
v
a
d
a
n
a
 
1
6
1
.
2
5
)

(3)
 
両
重

の
出
世
間

H
v
y
a
v
a
「
世

間
」
と
i
v
y
a
v
a
d
a
n
「
出

世
間
」

と
の
相
違
が
i
v
y
a
v
a
d

す
な
わ
ち
究
寛
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
あ

る

こ
と
を
考

え
る
と
き
、

C
t
t
a
r
a
の

語
の
持

つ
意
味
は
極
め
て
重

要
と
な

っ
て
く

る
。
原
始
仏

教
の
因
果
論
に
お
い
て
、
三
世
両
重
の
十
二
因
縁
が
説
述
さ
れ
て
い
る

が
、

こ
の
方
法
論
と

「
世
間
」
・
「出
世
間
」

の
論
理
を
比
較
す

る
な

ら
ば
、
次
の
よ
う
な
考
察
が
可
能
と
な

る
。
す

な
わ
ち
、
「
世
間
」
か

ら

「
出
世
間
」

へ
と
向
う
方
向
性
の
宗
教
的
哲
学
理
論
の
も
と
に
、
更

に

「
出
世
間
」
か
ら

「
世
間
」

へ
と
転
回
す
る
宗
教
的
行
動
理
論
を
構

築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
a
c
t
i
o
n
 
t
h
e
o
r
y

「
行
為
理
論
」
は
、
「
一
重
の
出
世
間
」
(
世
間
か
ら
出
世
間
へ
と
向
う
宗

教
的
哲
学
理
論
)
「
二
重
の
出

世
間
」
(
出
世
聞
か
ら
世
間
へ
と
向
う
宗
教
的

行
動
理
論
)
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

「
二
重

の
出

世

間
」
理
論
は
、
過
去

・
現
在

・
未
来
に
亘

っ
て
転
回
さ
れ
る
時
間
的

・

空
問
的
な
流
動
サ
イ
ク
ル
(
C
Y
C
L
E
)
に
お
い
て
説
明
さ
れ
ね
ば

な
ら

な
い
。

(4
)
自

利

と
利
他

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
(S
-
A
)
には
、
「出
世
間
智
」
(
L
o
k
o
t
t
a
r
a
)

「
世
間
」

・
「
出
世
間
」

の
問
題
提

起

(
千

明
)
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「世
間
」
・
「
出
世
間
」
の
問
題
提
起

(千

明
)

及
び

「出
世
間
後
得
智
」
(
L
o
l
o
t
t
a
r
a
 
p
r
t
t
a
r
a
 
t
t
a
r
a
)
の

二

種
の
智
が
説

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
説
く

「
山目
ら
の
諸
仏
法
を
清
め
る

出
世
間
智
」

と
は
、
上
求
菩
提
の
究
寛
と
し

て
得
ら

れ
る

「自
利
満

足
」
で
あ
り
、
「衆
生
を
成
熟
せ
し
め
る
出
世
間
後
得
智

(出
世
間
後

世
智
)
」
と
は
、
下
化
衆
生
の
究
寛
と
し
て
得

ら
れ
る

「利
他
満
足
」

に
他
な
ら
な
い
。
同
論

(S
-
A
.
X
I
V
 
p
.
 
9
6
)
に

、
上
求
菩
提

の
究
寛
で

あ
る
出
世
間
智
は

「
究
寛

の
転
依
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
o

こ

れ

に

つ
い
て
、

『
宝

性

論

』

(
R
-
V
)
で
は
、

世
間

・
出

世
間

の

智

と

は

「
転

依

の
因

」

で

あ

り

「
逮

得

」

の

語

で

示

さ

れ

る

も

の
で

あ

る

と
解

釈

さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

で

は

、

「
世

間

智

」

か

ら

「
出

世

間

智

」

へ
、

更

に

「
後

得

世

間
智

」

へ
と
転

回

さ

れ

る

こ
れ

ら

の
修

行
論

の
意

味

す

る

も

の

は
何

な

の
で

あ

ろ

う

か

。

そ

れ

ら

は
、

二

重

の

d
t
t
aj
 
(
究

寛

)

と

し

て
考

察

す

る

こ
と

が

で

き

る

。

す

な

わ

ち

、

(I
)
 
世

間

智

…
l
o
k
a

(
I
I
)
出
世

間
智
…
l
o
k
a
l
o
k
a
 
(
一
種
u
t
t
a
r
a
)
《

自
利
》

(
I
I
I
)
後

得
世
間
智
…
l
o
k
a
l
o
k
a
)
《

利
他
》

右
図
で
、

一
重
 
U
t
t
a
t
a
 
の

意
味
す
る
も
の
は
上
求
菩
提

の
究
寛
で
あ

り
、
二
重
U
t
t
a
t
a
の
意
味
す
る
も
の
は
下
化
衆
生

の
究
寛
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

仏
教
で
は
、
「
三
世
両
重

の
十
二
因
縁
」
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
存

在

論

に

お

け

る
因
果

関

係

に

お

い

て
、

或

い
は

、

過

去

・
現

在

・
未

来

に

亘

っ
て

の
時

間

的

・
空

間

的

な
転

回

論

に
お

い

て
、

常

に
止

ま

る

こ

と

の
な

い
循

還

活

動

(
C
Y
C
L
I
N
G
 
A
C
T
I
O
N
)
が

要

求

さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

こ
の

こ
と
は

、

「
学

問

」

(
自
利
)
と

「
信

仰

」
(
利
他
)
と

の
流

動

サ

イ

ク

ル
と

し

て
解

釈

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
。

1
『

法
華
経
』
(
S
,
P
)
の
「
声
聞
」
S
r
a
v
a
k
a
解
釈

J
a
 
u
c
y
a
n
t
 
s
r
a
v
a
k
a
-
y
a
n
a
m
-
a
l
n
s
a
m
a
n
a
s
-
t
r
a
i
d
h
a
t
u
k
a
n

d
h
a
v
a
n
t
i
 
(
s
r
a
v
a
k
a
)

2
『

法
華
経
』
(
S
,P
.
)
「
独

覚
」
P
r
a
t
y
e
k
a
b
u
d
d
h
a
解

釈

J
a
 
u
c
y
a
n
t
e
 
p
r
a
t
y
e
k
a
d
d
h
a
-
y
a
n
a
m
 
a
l
a
n
k
a
m
-
t
r
a
i
d
h
a
t

b
i
r
d
h
a
v
a
n
v
a
n
t
i
(
P
r
a
t
y
e
k
a
b
u
d
d
h
a
)

3
『

法

華

経

』

(
S
.
P
.
)
の「
大
乗

」

M
a
h
a
y
a
n
a
解釈

4
『

五
部
論

書
』
M
g
itj
e
y
a
の「
法
」
D
h
a
r
m
a
解釈

(
a
)
d
h
a
r
m
a
d
h
a
r
m
a
t
a
-
v
i
b
h
a
g
『
法

法
性
分
別
論
』
「
般
若
中
観
思
想

的
」
解
釈
 
(
b
)
M
a
d
h
y
a
n
t
a
-
V
i
b
h
a
g
a
『
中

辺
分
別

論
』
「
喩

伽

唯
識

思
想
的
」
解
釈

 
(
c
)
 
A
b
h
i
s
a
m
a
y
a
-
A
l
a
m
k
a
r
a
『
現

観

荘

厳

論
』
「
般

若

中
観

思
想
的
」
解
釈
 
(
d
)
s
u
t
r
a
-
A
l
a
m
k
a
r
『
大

乗
荘
厳
経
論
』
「
喩

伽

唯
識

思
想
的
」
解
釈
 
(
e
)
R
a
t
n
a
g
o
t
r
a
-
V
i
b
h
a
g
a
『
宝

性
論
』
「
如
来

蔵
思
想

的
」
解
釈

5
 
A
c
t
i
o
n
 
T
h
e
o
r
y
「
行

為
理
論
」

の
参
考

資
料

(妙
観
文
庫
研
究
所
)
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